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新年明けましておめでとうございます。日本陶磁器工業協同組合連合会の会員の皆様をは

じめ関係各位には深いご理解と格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

昨年は、２０２４年のアメリカ大統領選挙で勝利したドナルド・トランプ氏が２０２５年

１月に第４７代大統領として返り咲きました。追加関税など保護主義的な政策方針を掲げ、

米国向けビジネスへの影響が懸念されました。

国内では、自由民主党総裁の高市早苗氏が第１０４代内閣総理大臣に任命され、高市内閣

が成立、 日本史上初の女性首相による新たな内閣が誕生し期待がよせられました。

私たち陶磁器業界を取り巻く環境でも大きな転換期を迎えております。生活様式の多様化

や海外市場の変動、また環境負荷低減への社会的要請など、変化の波はますます加速してお

ります。

我が国の陶磁器産業は、長い歴史と伝統の中で培われた技術と美意識を礎に、生活文化の

向上に寄与してまいりました。

こうした状況の中でこそ、伝統を守りつつ新しい価値を創造する姿勢が求められています。

デザイン・機能の革新、デジタル技術の導入、そして環境に配慮した製造への転換など、業

界全体で連携しながら築いていく必要があると思います。

当連合会といたしましては、会員企業の皆様が互いに学び合い、支え合うネットワークを

より一層強固なものとし、地域社会や文化への貢献を続けてまいります。

各産地の状況では、受注数量は多くなってきているようでありますが、それに対する労働

者が不足している状況であり、生産が間に合わないとの報告があります。

今後、人口減が続き、外国人材に頼らざるを得ない状態がすぐそこに来ていることから、

特定技能や育成就労外国人を受け入れられるよう整備してまいりました。人材不足の問題解

消に貢献できるものであり、本件について鋭意進めてまいりますので宜しくお願いいたしま

す。

日陶連傘下の組合員事業所ならびに各組合にとりまして、今年一年が更なる飛躍の年とな

りますよう祈念し新年のご挨拶とさせていただきます。

年頭のご挨拶

日本陶磁器工業協同組合連合会

謹賀新年

理事長 中 野 昭 雄
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検討の視点

新年明けましておめでとうございます。一般財団法人日本陶業連盟の皆様をはじめ関係各位

には深いご理解と格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

昨年は、世界的な経済環境の変動や原材料価格の高騰、円安など、我が国の陶磁器産業に

とっても厳しい一年でありました。一方で、海外では「日本のものづくり」への関心が高まり、

伝統的工芸品や日常食器としての日本陶磁器が新たな注目を集める動きも見られました。

本連盟といたしましては、こうした潮流を確かな成長へとつなげるべく、各産地間の連携強

化、デジタル技術の活用、海外市場への発信力向上などに一層取り組んでまいる所存です。ま

た、持続可能な生産体制の構築や若手人材の育成、外国人材の活用など、今後の大きな柱とし

て推進してまいります。

我が国の陶磁器は、長年にわたり人々の暮らしと文化を支えてきました。その誇りを胸に、

新しい時代にふさわしい「日本の陶業」の姿を共に築いていければと願っております。

また、当連盟の所有する日本陶磁器センターは、文化庁の登録有形文化財の指定を受けてい

る事から、建物を公開するイベントにも協力しており近隣では注目度は高く、公益的な団体と

して認知されております。当連盟ではこうした活動を通しながら日本の陶磁器産業の振興とイ

メージアップに努めたいと存じます。

最後になりましたが、日本陶業連盟の会員をはじめ関係各位にとりまして、今年一年が更な

る飛躍の年となりますよう祈念し新年のご挨拶とさせていただきます。

日本陶磁器工業協同組合連合会では、組

合員事業所のＬＰガスの仕入れ価格を調査

しており、今回の調査（９月仕入・１０月

支払い）ではボンベ７８社、ストレージタ

ンク１７社の結果が得られ平均値で142.8

年頭のご挨拶

一般財団法日本陶業連盟 理事長 松 原 朝 男

使用設備：ストレージタンク

使用設備：ボンベ９月仕入・10月支払

全国産地組合 LPガス価格調査結果

【愛陶工・岐工連・とこなめ・萬古・信楽・佐賀・波佐見】

高値 低値 平均

 0t～5t以下 69 社 418.00 108.00 144.96

 5t超～10t以下 5 社 140.90 111.00 130.14

 10t超～20t以下 2 社 121.00 102.00 111.50

 20t以上 2 社 136.00 129.00 132.50

計 78 社 418.00 102.00 142.83

社 数
月間使用量

調 査 価　格（単位：円/kg）

高値 低値 平均

 0t～20t以下 7 社 122.00 90.00 108.01

 20t超～40t以下 6 社 132.00 100.70 109.59

 40t超～60ｔ以下 1 社 90.00 90.00 90.00

 60t超～100t以下 2 社 121.50 103.90 112.70

 100t超 1 社 85.50 85.50 85.50

計 17 社 132.00 85.50 106.74

社 数
月間使用量

調 査 価　格（単位：円/kg）

円／㎏（ボンベ）、106.7円／㎏（ストレージタン

ク）であった。

ＬＰガスの価格推移では、２０２５年１月から

１０月まで下降を続けている。
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名古屋テーブルトップショー

ウインクあいちで１月１４日に開幕

新春見本市（展示会）

各産地が新作を披露

それぞれ開催する（表）。

同見本市は、その年の業界の景況

を占う催しとして注目される重要

な展示会で、所属組合員事業所が

新製品をはじめ、オリジナル商品

等をそれぞれ発表し、産地卸商社

等に積極的にＰＲを行う。

国内需要はもとより、昨今では

輸出とインバウンド需要は重要で、

特に、訪日外国人の消費と海外で

の日本文化人気は、大きな追い風

となっている。

こうした中、各産地ともに新春

見本市を契機に、顧客との成約増

や新たな取引先の獲得を狙ってい

る。

愛知県陶磁器工業協同組合ならびに岐阜県陶

磁器工業協同組合連合会の傘下組合、佐賀県陶

磁器工業協同組合、波佐見陶磁器工業協同組合

では、毎年恒例の「新春見本市（展示会）」を

２０２６新春見本市（展示会）日程

陶磁器をはじめとするテーブルウェア関連

の新作展示会、「名古屋テーブルトップ

ショー」（日本陶磁器工業協同組合連合会後

援）が、１月１４日㈬～１５日㈭にウインク

あいち（名古屋市中村区名駅）で開催される。

同展示会は、テーブルウェア業界で日本最

大級の見本市。３０年以上継続してきた歴史

を持ち、業界団体や自治体などの支持を受け、

信頼性の高いイベントとして評価されている。

会期中は約１００社の出展者がテーブル

ウェア、キッチンウェア、インテリア、エク

ステリア、雑貨類などの商材を出品する。

ギャラリーをリニューアル
佐賀県陶磁器工業協同組合（田中亮太理事長）は、

組合会館１階の有田窯元ギャラリー「モノ・ノ・

ス」を１１月１３日㈭にリニューアルオープンした。

このほどのリニューアルでは、従来の組

合員の製品の展示販売に加え、絵付けやろ

くろのワークショップが行える参加体験型

のギャラリーとしている。

また、カフェスペースも併設し、窯元の

製品を、ゆったりと観られるようになった。
ワークショップ（絵付け体験）

佐賀県陶磁器工業協同組合

開　催　期　日 主催組合 開　催　場　所

１月９日㈮ 愛陶工
愛知県陶磁器工業協同組合
組合会館

１月８日㈭～９日㈮ 佐賀県陶工組
佐賀県陶磁器工業協同組合
組合会館

１月７日㈬～８日㈭ 波佐見陶工組
波佐見陶磁器工業協同組合
組合会館

高田陶工組

市之倉陶工組

滝呂陶工組

笠原陶工組

瑞浪陶工組

恵那陶工組

下石陶工組

肥田陶工組

泉陶工組

土岐津陶工組

妻木陶工組

駄知陶工組

セラトピア土岐
大ホール

同

１月８日㈭～９日㈮
セラミックパークＭＩＮＯ
展示ホール

※主催組合名は略表示
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テーブルウェア・フェスティバル２０２５

東京ドームシティ プリズムホールで開催

とこなめ焼ブース

テーブルウェアフェスティバルが、

１１月２７日㈭から１２月３日㈬の

７日間、東京ドームシティのプリズ

ムホールで開催された。
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催
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萬
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有田焼ブース

波佐見焼ブース

同フェスティバルは陶磁器

をはじめとしたテーブルウエ

アを一堂に展示する大型展示

会。

１９９３年に東京ドームで

初開催以降３２回目となるも

ので、毎年多くの来場者で賑

わう人気イベント。

会場では、「日本の器を訪

ねて」と題した産地の特集

ブースには、有田焼、波佐見

焼、とこなめ焼、三河内焼、

美濃焼が出展しＰＲを行った。

また、テーブルコーディネー

トを競う「優しい食空間コン

テスト」など様々な企画が展

開され注目を集めていた。


